
別添２

事後調査の進捗状況 

事後調査の進捗状況及び今後の予定は、表1(1)に示すとおりである。 

 今回の事後調査は、工事の施行中その４に該当し、平成30年10月～平成31年３月に実施した工事を対象と

して実施した。調査項目は、騒音、振動、水文環境及び環境保全のための措置の実施状況（大気汚染、水質

汚濁、植物・動物、史跡・文化財及びその他の項目）である。 

 なお、【変更前】の事後調査報告書の提出時期（表1(2)参照）で調査を予定していた項目のうち、水質汚濁、

地形・地質、水生生物及び史跡・文化財の調査を実施しなかった理由は次のとおりである。 

水質汚濁  ：山入川の流水が確認されなかった（別紙３ 水文環境(p.37)参照）ため。 

地形・地質 ：今回実施したのは橋梁部の工事であり、新たな斜面の出現等がなかったため。 

水生生物  ：山入川の流水が確認されなかった（別紙３ 水文環境(p.37)参照）ため。 

史跡・文化財：八王子市教育委員会に確認したところ、今回工事を実施した２工区には、周知の埋蔵文

化財包蔵地が存在しないため。 
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表1(1)　事後調査報告書の提出時期【変更後】

　　　工事施行年度

　　　　四半期 ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣ

● ● ● ◎

● 提出済み

　種　別

　　　　　　工　　事　　の　　施　　行　　中 工　事　の　完　了　後

備　　考平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和10 令和11 令和12 令和13 令和14 令和17 令和18

工
　
事
　
内
　
容
　
等

１工区 一般部

３工区

４工区

凡　例

２工区
一般部 調査、測量及び設計

橋梁部 用地買収及び工事

５工区

６工区

７工区

事
　
　
後
　
　
調
　
　
査
　
　
内
　
　
容

大気汚染 大気質の状況

気象の状況
○ 工事施行中の調査時点

交通量の状況
□ 工事完了後の調査時点

環境保全のための措置
継続調査

騒　　音 建設作業騒音
工事の進捗に合わせて
調査を実施道路交通騒音

交通量の状況 随時調査を実施

環境保全のための措置 事後調査報告書作成

振　　動 建設作業振動 報告書の提出時期

道路交通振動

交通量の状況 (注)1.騒音、振動、水質汚濁
　　　及び水生生物の工事施
　　　行中の調査は、工事の
　　　進捗に合わせて調査を
　　　実施していくことから
　　　概ね２年度毎に報告す
　　　る。

環境保全のための措置

低周波音 音圧レベル

環境保全のための措置

水質汚濁 濁水（SS）の状況

環境保全のための措置 　　2.継続して調査を実施す
　　　る項目については概ね
　　　２年度毎毎に整理して
　　　報告する。

地形・地質 土地の安定性の状況

環境保全のための措置

水文環境 河川流量の変化の程度

地下水の変化の程度

環境保全のための措置

植
物
・
動
物

陸上植物 陸上植物の状況

環境保全のための措置

陸上動物 陸上動物の状況

環境保全のための措置

水生生物 水生生物の状況

環境保全のための措置

景　　観 眺望の変化等の状況

環境保全のための措置

史跡・文化財 周知の埋蔵文化財包蔵地への影響

工事工程未定

環境保全のための措置

事後調査報告
書の提出時期

工事の施行中

工事の完了後

試掘調査（H12.6実施)

本調査（H15.12～H16.3実施）

その１ その２ その３

その７ その８ その９ その10

その１ その２

その６その５

その４
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表1(2)　事後調査報告書の提出時期【変更前】

工事施行年度（平成）

　　　　四半期 ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣ

● ● ●

● 提出済み

事後調査報告
書の提出時期

工事の施行中

工事の完了後

史跡・文化財 周知の埋蔵文化財包蔵地への影響

環境保全のための措置

環境保全のための措置

水生生物 水生生物の状況

環境保全のための措置

景　　観 眺望の変化等の状況

環境保全のための措置

地下水の変化の程度

環境保全のための措置

植
物
・
動
物

陸上植物 陸上植物の状況

環境保全のための措置

陸上動物 陸上動物の状況

水文環境 河川流量の変化の程度

環境保全のための措置

　　2.継続して調査を実施する
　　　項目については各年毎に
　　　整理して報告する。地形・地質 土地の安定性の状況

環境保全のための措置

低周波音 音圧レベル

環境保全のための措置

水質汚濁 濁水（SS）の状況

建設作業振動 報告書の提出時期

道路交通振動

交通量の状況 (注)1.騒音、振動、水質汚濁及
　　　び水生生物の工事施行中
　　　の調査は、工事の進捗に
　　　合わせて調査を実施して
　　　いくことから、各年毎に
　　　報告する。

環境保全のための措置

継続調査

道路交通騒音 年度毎に調査を実施

交通量の状況 随時調査を実施

○ 工事施行中の調査時点

環境保全のための措置 □ 工事完了後の調査時点

６工区

７工区

事
　
　
後
　
　
調
　
　
査
　
　
内
　
　
容

大気汚染 大気質の状況

気象の状況

交通量の状況

振　　動

騒　　音 建設作業騒音

環境保全のための措置

凡　例

切土・盛土工 調査、測量及び設計

舗装工 用地買収及び工事

２工区

44年度 47年度 48年度

工
　
事
　
内
　
容
　
等

１工区 一般部

準備工

３工区

４工区

５工区

38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

　種　別

　　　　　　工　　事　　の　　施　　行　　中 工　事　の　完　了　後

備　　考14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

試掘調査（H12.6実施)

本調査（H15.12～H16.3実施）

その１ その２ その３

その４ その５ その６ その７ その９ その10 その11 その12その８

その１ その２
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